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南
川
流
域
に
住
ん
で
い
て
、
鹿

を
見
か
け
た
こ
と
が
あ
る
人
は

多
い
と
思
い
ま
す
。
川
の
土
手

や
山
ぞ
い
、
人
の
暮
ら
す
里
で

も
見
か
け
ま
す
。で
も
鹿
が「
身

近
に
」
な
っ
て
き
た
の
は
、
こ

こ
数
年
の
出
来
事
で
す
。

　

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も
報
道
さ

れ
る
よ
う
に
、
野
生
鹿
が
農
作

物
を
食
べ
て
し
ま
う
被
害
が
全

国
で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
私
た
ち
の

く
ら
しå

な
か
よ
く
し
よ

02

01
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2011

2012

2013

2014

2015

2016

2017

2018

2019

1,516 

2 ,193 

2 ,393 

2 ,201 

2 ,225 

1 ,811 

1 ,513 

1 ,566 

1 ,870 

1,162 

1 ,537 

1 ,619 

1 ,658 

1 ,425 

1 ,073 

1 ,051 

1 ,011 

1 ,172 

119 

400 

532 

328 

536 

547 

195 

324 

482 

43 

53 

39 

58 

96 

60 

78 

66 

68 

4,077

2,254

1,851

1,125

1,639

1,263

1,233

1,772

2,379

31 

10 

5  

4  

6  

5  

2  

3  

4  

捕獲した
獣の頭数 被害金額 被害面積年度

そのうち

シカ
そのうち

イノシシ
そのうち

サル
（ha)（千円)

野
生
の
鹿
が
急
激
に
増
え
て
、
人
の
暮

ら
し
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
は

事
実
で
す
。
な
ぜ
鹿
が
急
激
に
増
え
て
、

山
を
下
り
て
人
の
暮
ら
し
の
中
に
ま
で

入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
そ

の
原
因
は
ま
だ
は
っ
き
り
と
は
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
私
は
鹿
の
暮
ら
す
森
林
の

バ
ラ
ン
ス
が
ど
こ
か
で
崩
れ
た
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
原
因
が

全
く
人
に
無
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

　

今
は
捕
獲
し
て
数
の
調
整
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
で
も
、
人
の
暮
ら
し
に

害
を
与
え
る
か
ら
、
捕
っ
て
数
を
減
ら

し
て
し
ま
え
、
ゴ
ミ
の
よ
う
に
焼
却
し

て
し
ま
え
。
で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

２
０
１
９
年
に
、
私
た
ち
は
「
野
鹿

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
計
画
を
立
て

て
さ
さ
や
か
な
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
計
画
の
目
的
は
「
鹿
と
人
の
暮
ら

し
が
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
る
こ

と
」
で
す
。

　

嶺
南
の
野
生
の
鹿
は
、
２
０
１

０
年
頃
は
推
定
で
３
５
，０
０
０
頭

位
い
た
と
い
う
デ
ー
タ
ー
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
後
、
有
害
動
物
と
し

て
駆
除
さ
れ
て
少
し
ず
つ
減
っ
て

い
ま
す
。
２
０
１
９
年
頃
は
１
８
，

０
０
０
頭
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

現
在
お
お
い
町
で
は
、
年
間
約

１
，
０
０
０
頭
の
鹿
が
有
害
獣
と

し
て
捕
獲
さ
れ
て
、
ほ
ぼ
す
べ
て

が
焼
却
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
焼
却
は
嶺
南
６
市
町
共
同
で
運

営
し
て
い
る
焼
却
場
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
そ
の
事
実
を
知
り
、

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

ホ
カ
ク
数
＆
農
作
物
被
害
の
金
額

and

さらに、奈良公園にいる鹿
と同じくらいの頭数の鹿を

毎年 2000 万円使って焼却
してるんだよ～

有
害
？

に
つ
い
て

は
　森んこでは名田庄の老左近

（おいさこ）にある古民家カ

フェ「よざえもん」で鹿肉の

ジビエ料理を提供しています。

鹿肉を美味しく食べて、鹿と

人の暮らしを理屈だけでなは

く、お互いに生き、暮らすも

のとして、考えてもらえるきっ

かけ作りをしています。

食べて考えよう

のランチ

※ランチはご予約のみとなっております。
　できるだけ 1週間前までにご予約ください。

福井県大飯郡おおい町名田庄納田終 57 - 4
0 7 7 0 ‒ 5 9 ‒ 1 1 3 5・090 ‒ 2 1 2 2 ‒ 9 3 9 3 (萩原 )

よざえもんCafe

大きいオスだと、体重は

約 13 0 ㎏肩高は130 ㎝。

本州では最大級の大型の

草食動物です。

ツノはオスにしかありません。

大きいものでは 80 cmになり

毎年春に生え変わります。

草木だけを食べます。

１日で体重半分の量の植物を

食べるといわれています。

メスは１年に１頭の子を産み、

1 年半で大人になります。

一頭のオスと、数頭のメスで群

れを作って暮らしています。

食べ物
大きさ

ツノ

むれと出産約

 cm
8 0

の
か

（福井新聞より）

（おおい町農林水産課より）

お
お
い
町
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鹿
は
森
林
の
生
態
系
で
と
て
も
大
き

な
影
響
力
を
持
つ
生
き
物
で
す
。
鹿
と

人
の
暮
ら
し
を
考
え
る
こ
と
は
、
森
林

の
生
態
系
や
森
と
人
の
暮
ら
し
を
考
え

る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
野
鹿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
夢

の
よ
う
な
大
き
な
目
標
が
あ
り
ま
す
。

南
川
の
上
流
域
に
鹿
が
里
に
下
り
て
こ

な
く
て
も
、
ゆ
っ
た
り
と
暮
ら
せ
る
森

を
、
私
た
ち
が
作
る
の
で
す
。
鹿
が
暮

ら
せ
る
森
は
き
っ
と
豊
か
な
森
で
す
。

ド
ン
グ
リ
が
で
き
る
ナ
ラ
や
シ
イ
な
ど

の
広
葉
樹
、
ヤ
マ
ツ
バ
キ
や
サ
カ
キ
な

ど
の
照
葉
樹
な
ど
、
多
様
な
植
生
が
あ

り
、
虫
や
鳥
な
ど
の
多
様
な
生
き
物
も

暮
ら
せ
る
森
で
す
。
そ
の
森
は
、
栄
養

た
っ
ぷ
り
の
土
を
育
み
、
豊
富
な
水
源

を
涵
養
で
き
、
き
れ
い
で
た
く
さ
ん
の

生
き
物
を
育
て
る
川
を
作
る
こ
と
で

き
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
川
は
豊
か
な

海
を
育
て
ま
す
。
そ
し
て
、
豊
か
な
人

の
暮
ら
し
を
作
り
ま
す
。

　

そ
の
野
鹿
の
森
に
は
、
牧
場
が
隣

接
さ
れ
て
い
ま
す
。
森
で
自
然
繁
殖

し
た
鹿
を
、
牧
場
に
追
い
込
ん
で
鹿

の
頭
数
管
理
と
健
康
管
理
を
し
て
、

鹿
の
生
態
の
研
究
を
し
ま
す
。
研
究

だ
け
で
は
な
く
、
鹿
の
利
用
も
し
ま

す
。
安
全
な
食
用
肉
と
し
て
、ま
た
、

皮
や
角
の
加
工
品
も
販
売
し
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
や
観
光
資
源
に
も
な

る
牧
場
で
す
。
名
付
け
て
「
野
鹿
牧

場
」
で
す
。
夢
の
ま
た
夢
の
よ
う
な

構
想
で
す
。
で
も
、
い
つ
か
は
こ
の

よ
う
な
森
や
施
設
が
で
き
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

　

日
本
は
世
界
有
数
の
森
林
大
国
で

す
。
そ
の
森
を
維
持
し
て
き
た
の
は
、

ま
さ
に
日
本
人
が
育
ん
で
き
た
森
を

畏
敬
す
る
文
化
で
す
。
里
山
の
風
景

は
そ
の
文
化
の
象
徴
で
も
あ
り
ま

す
。

　

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
今
、
里
に
現
れ

て
い
る
鹿
た
ち
は
、
私
た
ち
に
自
然

と
共
に
暮
ら
す
あ
り
方
を
、「
き
ち

ん
と
考
え
な
さ
い
」
と
伝
え
て
く
れ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

森
林
楽
校
・
森
ん
こ
は
野
鹿
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
そ
の
こ
と
を
よ

り
多
く
の
人
々
と
話
し
合
い
手
探
り

の
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

1959 年　大阪市天満生まれ
1997 年　名田庄村（現おおい町）にI ターン。森林組合で造林の仕事に従事
2005 年　NPO 法人森林楽校・森んこを設立して、自然体験活動を始める
2009 年　無住になった里山集落 老左近を活動拠点とする
「楽しみの力」でより多くの人たちが笑顔で暮らせる地域を作りたいと活動
しています。

NPO 法人　森林楽校 森んこ
( しんりんがっこうもりんこ )
代表　萩原  茂男

嶺南の鹿の頭数（推定）

２０10 年頃をピークとして数が減っているのは、
獣害として駆除されているからなんだよ～

な
か
よ
く
し
よ

か
ん
よ
う

0506 デザイン：タネまきデザイン

第五期　福井県第二種特定鳥獣管理計画（ニホンジカ）より
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ウ
ナ
ギ
目
魚
類

コ
ラ
ー
ゲ
ン
の

 
 

秘
密

図 1 . コ ラ ー ゲ ン 分 子 の 構 造

図2 各種コラーゲンおよび保湿成分の保水力

こ
ん
に
ち
は
。
福
井
県
立
大
学
大
学
院
食
品
化
学
研
究

室
の
森
本
光
と
申
し
ま
す
。
今
回
は
読
者
の
皆
様
に
、

私
が
研
究
し
て
い
る
「
コ
ラ
ー
ゲ
ン
」
に
つ
い
て
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
コ
ラ
ー
ゲ
ン
と
は
、
動
物

の
体
を
構
成
す
る
タ
ン
パ
ク
質
の
一
種
で
、
筋
肉
や

皮
膚
、
骨
な
ど
広
く
分
布
し
、
体
の
タ
ン
パ
ク
質
の

約
１/

４
～
１/

３
を
占
め
る
最
も
豊
富
な
タ
ン
パ
ク

質
で
す
。
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
働
き
は
、
体
や
臓
器
の
枠

組
み
保
持
、
物
質
の
透
過
の
制
御
、
組
織
の
弾
力
（
ク

ッ
シ
ョ
ン
）
付
与
な
ど
、
重
要
か
つ
多
様
で
す
。
そ

の
た
め
、
不
足
す
る
と
、
関
節
痛
や
骨
粗
し
ょ
う
症
、

し
わ
の
発
生
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

コ
ラ
ー
ゲ
ン
は
、
ア
ミ
ノ
酸
が
結
合
し
て
出
来
た

ペ
プ
チ
ド
鎖
３
本
が
、
ら
せ
ん
構
造
を
形
成
し
て
出
来

て
い
ま
す
。
こ
の
ペ
プ
チ
ド
鎖
は
α
鎖
と
呼
ば
れ
、
ウ
シ
や
ブ

タ
な
ど
の
哺
乳
動
物
で
は
α
１
、
α
２
の
２
種
類
、
ほ
と
ん
ど

の
硬
骨
魚
類
は
α
１
、
α
２
、
α
３
の
３
種
類
の
α
鎖
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　

コ
ラ
ー
ゲ
ン
と
聞
く
と
、
読
者
の
皆
様
は
何
を
思
い
浮

か
べ
ま
す
か
？
一
番
に
浮
か
ぶ
の
は
や
は
り
化
粧
品
で
し

ょ
う
か
。
実
際
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
配
合
を
謳
う
化
粧
品
は
広

告
で
よ
く
見
か
け
ま
す
よ
ね
。
コ
ラ
ー
ゲ
ン
は
当
初
、
老

化
し
た
皮
膚
に
直
接
塗
布
す
る
こ
と
で
、
減
少
し
た
コ

ラ
ー
ゲ
ン
を
補
う
目
的
で
配
合
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
は
そ
の
分
子
の
大
き
さ
か
ら
皮
膚

を
透
過
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

現
在
は
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
持
つ
保
水
性
を
利
用
し
て
、

肌
の
水
分
を
保
持
し
、
バ
リ
ア
機
能
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
化
粧
品
に
配
合
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、

コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
持
つ
保
水
性
は
化
粧
品
に
と
っ
て
大
変

重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
す
。
そ
し
て
、
私
が
研
究
し
て

い
る
ウ
ナ
ギ
目
魚
類
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
は
、
そ
の
他
多
く

の
魚
類
や
哺
乳
動
物
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
よ
り
も
高
い
保
水

性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
私
の
研
究
の
紹
介
で
す
。

高
い
保
水
性
を
示
す
ウ
ナ
ギ
目
魚
類(

ウ
ナ
ギ
、
ア
ナ

ゴ
、
ハ
モ
お
よ
び
ウ
ツ
ボ
な
ど)

の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
は
、

先
ほ
ど
紹
介
し
た
α
１
～
３
鎖
と
異
な
る
、
他
に
は
見

ら
れ
な
い
第
４
の
α
鎖(

αX
)

を
持
つ
こ
と
が
古
く
か

ら
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
αX

が
ウ
ナ
ギ
目
魚

類
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
保
水
性
の
高
さ
に
関
連
し
て
い
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
αX

に
関
す
る
知
見
は
少
な
く
、

推
測
の
域
を
出
ま
せ
ん
。
私
は
こ
の
αX

が
持
つ
、
保

水
性
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
ア
ミ
ノ
酸
の
割
合
な
ど

を
分
析
し
、
何
故
ウ
ナ
ギ
目
魚
類
コ
ラ
ー
ゲ
ン
が
高
い

保
水
性
を
示
す
の
か
を
解
明
す
る
た
め
の
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

コ
ラ
ー
ゲ
ン
は
化
学
修
飾
す
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
そ

の
性
質
を
変
化
、
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ウ
ナ

ギ
目
魚
類
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
保
水
性
が
、
化
学
修
飾
で
再

現
で
き
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

で
き
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
ウ
シ
や
ブ
タ
な
ど
の

コ
ラ
ー
ゲ
ン
で
高
い
保
水
性
を
安
価
に
発
揮
さ
せ
る

こ
と
が
出
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

コ
ラ
ー
ゲ
ン
は
保
水
性
の
他
に
も
様
々
な
性
質
を

持
ち
、
化
粧
品
だ
け
で
な
く
、
食
品
や
医
療
の
分
野

で
も
利
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
さ
ら

な
る
可
能
性
を
引
き
出
し
、
人
々
の
生
活
を
よ
り
豊

か
に
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
研
究
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

南川流域の学生さん！今取り組んでいるテーマはなんですか？

福井県立大学大学院　食品化学研究室
森本　光
愛知県みよし市出身です。食べることが大好きです。将来は旅
行やふるさと納税等で全国ご当地の食べ物を制覇したいです





田原先生から南川の生態系の話をしていただき、南川が今いかに希少な自然環境のもと、美しさを
保っているのか、源流にある環境危機など、現状と問題について深く広く知ることができました。
廣水氏には「サスティナブルとはいえ、あなたは何を持続可能にしたいのか」との問いかけから、
そばにある人、自然、社会などへの自分の働きかけをどうするのか、目線を変えたお話をいただき
ました。
高野氏には、南川流域に引っ越してきてから気づいたことを中心に、well-being を踏まえた人らし
い暮らしがある環境と、これからの南川でやってみたいことなどをまとめたお話をいただきました。
後半は参加者のみなさんで �� 分のディスカッションをしました。（下のグラレコ参照）

オンラインイベントを開催したときの報告です

まずは 3 名のご講演から

ディスカッションで出た主な意見

2022,3/27「いいかわ、南川」

グラレ
コ

・小浜市には今どれほど川に対して意識を向けている人がいるのか
・自然と暮らしの関わりに気付けているか
・幼少期の自然との関わりをもっと気楽に増やせないか
・自然での遊び方を大人も子どもらしく学ぶ場を作れないか

・「ii 川」で南川の思い出を語るコラムを継続して掲載する
・動画で川の定点観測をする
・南川の MAP を作ってツアーをする
・鮎を食べるお食事イベントをする
・大人と子どもの川遊び会を作る
・川を作る源流の森へ！遠足をする
・誰でも気軽に使いやすい、田舎の拠点作りをする

南川があるのに、アユを釣ったことも、食べたこともないなんてもったいない！！！
ちょっと難しいと思いがちなアユの友釣りですが、釣り名人さんが一緒だから大丈夫◎
上手になるコツを教えてもらいながら、釣りを体験してみましょう！

全国的にワークショップを開催している「大地の再生」から、今回は珍しい川での
ワークショップ。南川の伏流水を戻す岩おこしをやります。

時　間 /
場　所 /
参加料 /
定　員 /
主　催 /

�:��～��:��（予定）
小浜市深谷 ��−�−�  ※中名田地区の友愛園さん裏の南川です
無料 ( 小４～� 年生を優先します )
�� 名 ※申込者多数の場合は抽選いたします。
若狭河川漁業協同組合 ( 共催 / こうなる journal )

時　間 /
場　所 /
参加料 /
定　員 /
主　催 /

�:��～��:��（予定）
南川（高速道路の高架下付近） 現地集合
千円（小４～� 年生 � 名と保護者 � 名 ：保険料込み )
�� 名 ※定員になり次第締め切ります。
南川ラインレスキュー隊

時　間 /

場　所 /
参加料 /
定　員 /
主　催 /

➀今西友起 氏　講演会　��:�� ～
➁伏流水を呼び戻す岩おこしワークショップ　午後
➀おおい里山文化交流センターぶらっと　➁南川上流
➀無料　➁おおい町・小浜市以外の方：無料、それ以外：５千円
約 �� 名
➀県農林水産支援センター➁伏流水復活イベント実行委員会
                                                          ( 共催 / こうなる journal )

南川でアユの友釣りをして食べよう！

これからしたいアクション

川のイベントあります！

川を楽しもう！
もっと知ろう！

7/30
（土）

とあみ講座＆生き物調査8/21
（日）

土中環境再生　 ～川の伏流水を呼び戻そう～
8/6
（土）

米グラレコは岩崎かおりさんに書いてもらいました！岩崎さんどうもありがとうございます！

詳しくは
Facebookで

お申し込みは
こちらから！

お問合せは
こちらから！

南川わくわく体験！

デザイン：タネまきデザイン

つくります!
!!
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連休あたりから観光客の方も少しずつ戻ってきているよ
うに感じます。今年は放生祭もありそうだし、南川流域
各地のお祭りや行事もあることを願って、地域の文化を
直接肌で感じることができたら良いなと思います！

今年は家庭菜園をしてみようと思い、ミニトマトなど 3
種類の苗を植えてみました。成長を楽しみにしていたあ
る朝、そこには茎だけの苗たちが…。鹿さん、おいしかっ
た？（泣）

自宅の周りにはたくさんの自然があり、季節の草花や虫、
野生動物を楽しめます。でも、距離が近すぎると悪いこ
とも。この季節は毎年、うちのネコがノミを連れてきます。
お尻を掻きながら、これも自然だと感じています。

5 月の連休中に原付一人旅で鯖江まで行ってきました。
時速 30km で自然の中を風を受けながら見る景色は、車
や電車での移動とはまた違った趣を感じます。楽しかっ
た！次はどこに行こうかな？

春になり木や草花がキラキラしているのを感じると、そ
れだけで楽しくなります。だから最近は大抵いつもウキ
ウキしています。ウキウキを感じている自分に気づくと
さらにウキウキします 笑。自然ってすごいな～

こうなる journal の活動がとうとう誌面を飛び出してき
ました。イベントの次は、ドキュメンタリーを作りたい
なと思っています。いろんな人が関わってくれて輪がひ
ろがってきました！うれしいー！！！

今回「よもぎを染める」について記事を書きました。染
めは難しい側面もあるけれど、自然をいただくという感
覚で、難しくは考えず簡略的にできるのも魅力の一つ。
料理をするように気軽に試す機会になれば嬉しいです。

笛も吹かない、お祭りの無い GW も 3 回目。GW 中に遠
出はしてみたものの、どこに行っても渋滞、人混みだらけ。
今年は多くのお祭りが再開されている。来年こそ、お祭
りが再開されることを楽しみに！

奈良公園へ行ってきました。鹿の愛護会の方が「奈良公
園の鹿は特別なんですよ」と、公園の鹿が世界的にも珍
しい事を、現場での目線でお話ししてもらいました。やっ
ぱり、現場へ行かないと、人から聞かないと･･･。心にし
み込む情報が大切ですね。

◆ch i c h i（リーダー）

◆魚見栄美（編集長・デザイン） ◆高野真由美（デザイン）

◆清水亜土（デザイン）

◆おかの（デザイン） ◆髙野哲矢（ライター）

◆田原大輔（監修） ◆細井公富（監修）

◆新野智美（アシスタント）

編集後期
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海のアユ!?
特集

・鮎釣りイベントなどの報告
・南川のお話し　・暮らしの知恵
・南川の生態系　・流域の学生さんの研究

次号
予告

58

6

　いわゆる周山街道沿いに丹波（京都）から伝播してきた行事と
伝えられる松上げは、おおい町の名田庄や小浜市中名田、口名田
で裏盆の行事として行われています（※現在は8月23日に近い土
曜日に実施する地域も多い）。藁などを詰め、御幣を立てた朝顔形
のモジと呼ばれる籠を頂上につけた柱を河川敷に立てて固定し、
柱の足元からモジに向けて火のついたジン（小松明）を投げ上げ
点火させる行事で、暗い夜空に弧を描き投げ入れられる松明の火
は美しく、モジに詰めた稲藁に着火して燃え上がる様子は必見！
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